
開場 18:00 19:00開演

指揮 阿部 加奈子

会場 日本製鉄 紀尾井ホール

オッフェンバック
《天国と地獄》より序曲

PROGRAM

Jacques Offenbach / "Orphée aux Enfers" ouverture

ベルリオーズ

幻想交響曲 Op.14
Hector Berlioz / Symphonie fantastique Op.14

ラヴェル  ボレロ
Maurice Ravel / Boléro 

Symphonie
fantastique
Hector Berlioz
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限定数・応募制

※未就学児入場可



音楽を愛し、音楽で夢を描く、自立した一人ひとりの
女性演奏家が集まり成り立った、プロフェッショナルオーケストラ

東京女子管弦楽団
2022年6月10日に設立後、年2回の定期公演をはじめ、室内楽コンサート、リサイタルシリーズといった小編成の公演も多数開催。
芸術音楽の演奏会主催や教育機会創出を通じて、女性音楽家に優れた活躍の場を増やし、広く日本社会に芸術音楽を聴く人々を増やし、
我が国の芸術音楽の振興と発展を目指し活動してまいります。
2025年より新たな体制となり生まれ変わった同楽団の新コンセプトは『ひらく』
演奏家、管弦楽、聴き手の今後の未来を切り拓くオーケストラとして成長いたします。
本公演のメインプログラムとなるベルリオーズの幻想交響曲では、ストーリーを象徴する重要な「鐘」の音に注目です。そのほか、バラエティ
に富んだ楽曲をご用意しております。また今回初タッグとなる、「阿部加奈子氏×東京女子管弦楽団」の音色もぜひお楽しみください。

03-6303-2366 info@tokyowo.art

公式サイト

オランダ在住。東京藝術大学音楽学部作曲科を経て、パリ国立高等音楽院にて作曲に関連する６つの課程とともに日本人として初めて同音楽院指

揮科で学ぶ。パリ国立高等音楽院在学中より、ヨーロッパを活動の拠点に、指揮者、ピアニスト、作曲家として多方面で活躍。2005年に現代音楽ア

ンサンブル「ミュルチラテラル」を創設、2014年まで音楽監督を務める。また、その間にチューリッヒ歌劇場やモンペリエ国立歌劇場でファビオ・ル

イージ、エンリケ・マッツォーラ、ロレンス・フォスター等のアシスタントを務める。これまでにギャルド・レピュブリケーヌ管、イル・ド・フランス国立管、

モンペリエ国立管、ロレーヌ国立管など、日本国内では東京フィル、新日本フィル、兵庫芸術文化センター管などと共演している。2022年7月にブ

シュラ・エル＝トゥルクのオペラ「Woman at Point Zero」の世界初演でエクサン・プロヴァンス音楽祭、2023年6月にコヴェントガーデン王立歌

劇場、2024年5月にウィーン芸術週間にデビュー、2025年3月にブシュラ・エル＝トゥルクの新作オペラ「OUM」の世界初演でオランダ国立歌劇場

にデビューを果たす。現在、フランス・ドーム交響楽団の芸術監督兼音楽監督、アンサンブル・オロチの創設者兼音楽監督を務める。ハーグ音楽院非

常勤講師。東京女子管弦楽団とは本演奏会が初共演。

阿部 加奈子指揮者 Kanako Abe

学生席 円1,000協賛チケット(学生券 )について

株式会社モデュレックス様の協賛により、
B席を特別料金でご提供します。

【東京女子管弦楽団】第 6 回定期公演 学生券応募フォームが開きま
す。簡単なアンケートにお答えいただき、応募完了となります。チ
ケットご用意の可否をご連絡いたしますので、ご連絡先は必ずご入
力ください。

限定20席
販売

応募はこちらから

【阿部加奈子公式ホームページ：www.kanakoabe.com】
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ご支援のお願い 当団の活動にご賛同いただき、サポートしてくださる皆様のご支援を、
心よりお待ち申し上げております。詳細につきましては、当団公式HPをご参照ください。


